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県立長崎図書館郷土資料センター
郷土資料センターでは窓越しに緑の木々を眺めながら落ち着いた
雰囲気で資料や情報データベース等をご利用いただくことができ
ます。ぜひお越しください。

　この賞は、県内公共図書館等の発展に貢献する活動で、特にすぐれた実践を行っている団体に
贈られるものです。「おはなし もこもこ」は平成10年に結成され、図書館の読みかたり活動に力を
注ぎ、多くの市民からの信望を集めています。また、「五島市図書館友の会」は、平成24年の結成
以来、図書館展示コーナー掲示作業等図書館の運営・活動に積極的に携わり図書館運営の一翼を
担ってきました。
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2022年度
第55回

諫早おはなしの会
　この賞は、公益社団法人読書推進運動協議会から読
書活動推進に特に寄与したグループに贈られるもので
す。「諫早おはなしの会」は、平成３年に結成され、
ストリーテリングや読みかたりのボランティア活動を
中心に、すぐれた活動を継続しています。

長崎県公共図書館等協議会表彰団体

五島市「おはなし もこもこ」 五島市図書館友の会

全国優良読書グループ表彰団体

令和４年度
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ミライｏｎ図書館からのお願い 卒業・入学・異動の季節です
借りたままになっている本はありませんか？図書館の本は県民共有の財産です。

万一返却されていない本がありましたら、ご返却をお願いします。

※メインエントランス入口横の返却ポスト（24時間対応）もご利用いただけます。
　ただし、CDなど返却ポストに投入した場合、破損の恐れのある資料についてはカウンターへ
直接お返しください。また、住所等の変更があった方は、ミライｏｎ図書館、県立長崎図書館郷土
資料センターまでお知らせください。

※郷土資料センター、大村市内にある公民館図書室や住民センターに設置してあるポストへも返却
できます。（詳細はミライｏｎ図書館ホームページ・県立長崎図書館郷土資料センターホームペー
ジ内の利用案内にてご確認ください。）
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の紹介
講座イベント

11月27日（日）に、県央保健所主催で講演会や
パネルディスカッションを開催しました。精神
科医、弁護士、支援員、家族会、依存症回復施設
等様々な立場からのディスカッションは、依存
症に関する理解を深め支援に繋ぐ有意義なセ
ミナーでした。

　2022年は鉄道開業から150周年を迎え、長崎県は西
九州新幹線の開業の年ともなりました。
　実は、“長崎は日本の鉄道のはじまりの地”という話は
ご存じでしょうか？
　長崎市新地町には「鉄道発祥の地」碑が立っており、
江戸末期の1865年にトーマス・グラバーが購入した蒸
気機関車を長崎で走らせたのが最初ということです。
（※鉄道業の開業は1872年の新橋～横浜間が最初）
　今回はミライｏｎ図書館が所蔵する鉄道に関する図
書をご紹介します。

九州鉄道の記憶
宇都宮照信/編、西日本新聞社

九州の廃止路線や車両の
解説等、豊富な写真とと
もに紹介されています。
懐かしい列車や、今も現
役の列車の姿に出会える
かもしれません。

鉄道の歴史を変えた街45
鼠入昌史/著、イカロス出版

開業以来鉄道史において
エポックメイキングな出
来事とその舞台となった
街についてのエピソード
を掲載。黎明期として長
崎の鉄道発祥についても
触れられています。

海の見える駅
村松拓/著、雷鳥社

全国の海の見える70の駅
の写真と解説を掲載。
長崎県は表紙の大三東駅
をはじめ、JR、島原鉄道、松
浦鉄道から計５駅掲載さ
れています。どの駅が載っ
ているかぜひ確かめてみ
てはいかがでしょう。

鉄道好きのための法律入門
小島好己/著、天夢人

切符を買うとき、電車に
乗るとき、鉄道写真を撮
るとき等、「鉄道」を楽し
むにあたって関わりのあ
る法律についての豆知識
が読みやすいQ＆A形式
で書かれています。

電車をデザインする仕事
水戸岡鋭治/著

日本能率協会マネジメントセンター

九州新幹線をはじめ、JR
九州の多くの特急列車を
手掛けた鉄道デザインの
第一人者である著者の仕
事の流儀とは。
ビジネス書としてもおす
すめの内容です。

この他にもさまざまな図書、鉄道関係の
雑誌（「鉄道ファン」、「JTB時刻表」等）が
あり、新しい西九州新幹線の情報も掲載
されています。こどもしつでは図鑑等も
所蔵しています。
どうぞご利用ください。

8月26日（金）に小学
生を対象に実施しま
した。普段は入るこ
とのできないバック
ヤードを見学し、図
書館での本の探し方
について紹介しまし
た。

10月7日(金)に県よろず支援拠点との共催セミナーを開催
し、専門家によるポイントを押さえた文章の書き方を話し
ていただきました。また、毎月1回県よろず支援による無料
経営相談会も当館で実施しています。

県看護協会と連携して、偶数月の第３土曜日午
前中に開催しています。看護師さんによる血圧
や血管年齢等の測定があり、体調を見直す機会
になりました。

10月～11月に、県長寿社会課・ながさき生涯
現役応援センターと共催し、55歳以上の方を
対象にした４回の連続講座（「地域デビュー～
私の居場所探し～」「介護予防～社活にチャレ
ンジ～」「シニア世代のスマホ講座１・２」）を
実施しました。

11月3日（木）に県食品安全・消費生活課主催の
講演会を開催しました。サテライト会場を設置
するほどの大盛況で、公認スポーツ栄養士の小
田和人氏とスポーツ栄養の基本やアスリート
の食事と郷土食について学びました。

11月20日（日）に県金融広報委員会と共催で
開催しました。親子で参加していただき、こづ
かいきろくの仕方、おとしだま、お札のひみつ
について学びました。

バックヤード
ツアー

親子で学ぶ！おかね教室

お客様の
ココロをつかむ
文章術

県央保健所ギャンブル等
依存症啓発セミナー

-３--２-

まちの保健室

シニア向けの連続講座 食育講演会 スポーツ栄養×郷土料理
※予約・リクエストについて
貸出中の本や長崎図書館郷土資料センター、大村市内の分室の本は、館内のカウンター、資料検索機
または当館ウェブサイトから予約ができます（1人 20点まで）。
くわしくはカウンターまでお尋ねください。

自動貸出機について
　自動貸出機を使うと、ご自分で簡単に貸出しができます。まとめて数冊手続きすることもで
きて便利です。図書館内に８台設置していますので、ぜひご利用ください。

面　　　　積 Ａタイプ (全室 )
135㎡

Bタイプ (2/3 室 )
90㎡

Cタイプ (1/3 室 )
45㎡

1時間あたりの料金
(冷暖房費込 ) 1,140 円 760 円 380 円

収  容  人  数 3名掛け時 90 名
 椅子のみ 156 名

3名掛け時 60名
椅子のみ 84 名

3名掛け時 30名
椅子のみ 42 名

無
料
設
備

演 台 1台 1台 ―

司 会 者 台 1台 1台 ―

会議用テーブル 30台 20台 10台

椅 子 156脚 84脚 42脚

映 像 設 備（ 有 料 ）
スクリーン及び
プロジェクター 電子モニター

1,100 円 / 一式 1,100 円 /1 台

音 響 設 備（ 有 料 ）
マイクロホン、アンプ ―

1,100 円 / 一式 ―

申 請 可 能 日
使用日の 6か月前
　　　　～ 15日前まで
(例 .12/5 使用→ 6/5
　　　　から予約可能 )

使用日の 2か月前 ～ 15 日前まで
( 例 .11/30 使用→ 9/30 から予約可能 )

申 請 方 法
来館、郵送、ＦＡＸ、
(2か月前からシステム＊
　　　　でも申請可能 )

システム *、来館、郵送、ＦＡＸ

使 用 申 請 受 付 時 間 郷土資料センター開館時間内 (10 時～ 18時 )

利用
時間

郷土資料センター開館日の
午前10時～午後６時

施設
概要

集会・研修室（最大156名収容）
移動間仕切りを使用することで部
屋を３つに区切り、用途に応じ
て2/3の広さ（84名収容）または
1/3の広さ（42名収容）として利
用できます。

郷土資料センター集会・
研修室のご案内

＊ パソコン、スマホにおいて長崎県公共施設予約システム i・Totto
　 ( あいとっと )で申請ができます。
使用許可申請書の提出先：長崎県立長崎図書館郷土資料センター（長崎市立山１－１－ 51）
　　　　　　　　　　　　FAX：095-826-9285
※詳しくは、郷土資料センターホームページ（ https://nagasaki-lmc.jp）
　「施設と沿革」→「施設利用申込方法」をご確認ください。（TEL：095-826-5257）

施
設
利
用
案
内

予約照会機①に利用カードのバーコード面をか
ざし、予約本が置いてある棚番号を確認する。
※予約照会票に棚の番号と書名が書いてあります。
　その票を見ながら本をお取りください。

棚から予約本を取ったら、予約照会機の隣にある
自動貸出機②で貸出しをする。
※他館から取寄せた本やサイズが大きい本は、
　カウンターに置いている場合があります。

　予約本コーナーでは、予約した本を直接受け取ることが
できます。
　予約本の準備完了の連絡を受けてから、休館日を除いた
10日以内に、３階予約本コーナーへお越しください。
　期限を過ぎると予約が取り消されますのでご注意くだ
さい。

1

3
２

1

予約本コーナーの紹介

借りたい本を置く。
利用カードのバーコード面をかざす。
読込冊数と書名を確認し、合っていれば「貸出」を押す。
出てきたレシート（貸出票）を取れば、貸出完了です。

自動貸出機の利用方法

　種　類   貸出冊数 貸出期間

  本・雑誌  50冊まで 
 22日間

視聴覚資料  ２点まで 

貸出期間、貸出冊数は表のとおりです

-５--４-

本の返却期限は守りましょう

２
1

２

予約本コーナーの利用方法
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所蔵しています。
どうぞご利用ください。

8月26日（金）に小学
生を対象に実施しま
した。普段は入るこ
とのできないバック
ヤードを見学し、図
書館での本の探し方
について紹介しまし
た。

10月7日(金)に県よろず支援拠点との共催セミナーを開催
し、専門家によるポイントを押さえた文章の書き方を話し
ていただきました。また、毎月1回県よろず支援による無料
経営相談会も当館で実施しています。

県看護協会と連携して、偶数月の第３土曜日午
前中に開催しています。看護師さんによる血圧
や血管年齢等の測定があり、体調を見直す機会
になりました。

10月～11月に、県長寿社会課・ながさき生涯
現役応援センターと共催し、55歳以上の方を
対象にした４回の連続講座（「地域デビュー～
私の居場所探し～」「介護予防～社活にチャレ
ンジ～」「シニア世代のスマホ講座１・２」）を
実施しました。

11月3日（木）に県食品安全・消費生活課主催の
講演会を開催しました。サテライト会場を設置
するほどの大盛況で、公認スポーツ栄養士の小
田和人氏とスポーツ栄養の基本やアスリート
の食事と郷土食について学びました。

11月20日（日）に県金融広報委員会と共催で
開催しました。親子で参加していただき、こづ
かいきろくの仕方、おとしだま、お札のひみつ
について学びました。

バックヤード
ツアー

親子で学ぶ！おかね教室

お客様の
ココロをつかむ
文章術

県央保健所ギャンブル等
依存症啓発セミナー
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まちの保健室

シニア向けの連続講座 食育講演会 スポーツ栄養×郷土料理



※予約・リクエストについて
貸出中の本や長崎図書館郷土資料センター、大村市内の分室の本は、館内のカウンター、資料検索機
または当館ウェブサイトから予約ができます（1人 20点まで）。
くわしくはカウンターまでお尋ねください。

自動貸出機について
　自動貸出機を使うと、ご自分で簡単に貸出しができます。まとめて数冊手続きすることもで
きて便利です。図書館内に８台設置していますので、ぜひご利用ください。

面　　　　積 Ａタイプ (全室 )
135㎡

Bタイプ (2/3 室 )
90㎡

Cタイプ (1/3 室 )
45㎡

1時間あたりの料金
(冷暖房費込 ) 1,140 円 760 円 380 円

収  容  人  数 3名掛け時 90 名
 椅子のみ 156 名

3名掛け時 60名
椅子のみ 84 名

3名掛け時 30名
椅子のみ 42 名

無
料
設
備

演 台 1台 1台 ―

司 会 者 台 1台 1台 ―

会議用テーブル 30台 20台 10台

椅 子 156脚 84脚 42脚

映 像 設 備（ 有 料 ）
スクリーン及び
プロジェクター 電子モニター

1,100 円 / 一式 1,100 円 /1 台

音 響 設 備（ 有 料 ）
マイクロホン、アンプ ―

1,100 円 / 一式 ―

申 請 可 能 日
使用日の 6か月前
　　　　～ 15日前まで
(例 .12/5 使用→ 6/5
　　　　から予約可能 )

使用日の 2か月前 ～ 15 日前まで
( 例 .11/30 使用→ 9/30 から予約可能 )

申 請 方 法
来館、郵送、ＦＡＸ、
(2か月前からシステム＊
　　　　でも申請可能 )

システム *、来館、郵送、ＦＡＸ

使 用 申 請 受 付 時 間 郷土資料センター開館時間内 (10 時～ 18時 )

利用
時間

郷土資料センター開館日の
午前10時～午後６時

施設
概要

集会・研修室（最大156名収容）
移動間仕切りを使用することで部
屋を３つに区切り、用途に応じ
て2/3の広さ（84名収容）または
1/3の広さ（42名収容）として利
用できます。

郷土資料センター集会・
研修室のご案内

＊ パソコン、スマホにおいて長崎県公共施設予約システム i・Totto
　 ( あいとっと )で申請ができます。
使用許可申請書の提出先：長崎県立長崎図書館郷土資料センター（長崎市立山１－１－ 51）
　　　　　　　　　　　　FAX：095-826-9285
※詳しくは、郷土資料センターホームページ（ https://nagasaki-lmc.jp）
　「施設と沿革」→「施設利用申込方法」をご確認ください。（TEL：095-826-5257）

施
設
利
用
案
内

予約照会機①に利用カードのバーコード面をか
ざし、予約本が置いてある棚番号を確認する。
※予約照会票に棚の番号と書名が書いてあります。
　その票を見ながら本をお取りください。

棚から予約本を取ったら、予約照会機の隣にある
自動貸出機②で貸出しをする。
※他館から取寄せた本やサイズが大きい本は、
　カウンターに置いている場合があります。

　予約本コーナーでは、予約した本を直接受け取ることが
できます。
　予約本の準備完了の連絡を受けてから、休館日を除いた
10日以内に、３階予約本コーナーへお越しください。
　期限を過ぎると予約が取り消されますのでご注意くだ
さい。

1

3
２

1

予約本コーナーの紹介

借りたい本を置く。
利用カードのバーコード面をかざす。
読込冊数と書名を確認し、合っていれば「貸出」を押す。
出てきたレシート（貸出票）を取れば、貸出完了です。

自動貸出機の利用方法

　種　類   貸出冊数 貸出期間

  本・雑誌  50冊まで 
 22日間

視聴覚資料  ２点まで 

貸出期間、貸出冊数は表のとおりです

-５--４-

本の返却期限は守りましょう

２
1

２

予約本コーナーの利用方法

の紹介
講座イベント

11月27日（日）に、県央保健所主催で講演会や
パネルディスカッションを開催しました。精神
科医、弁護士、支援員、家族会、依存症回復施設
等様々な立場からのディスカッションは、依存
症に関する理解を深め支援に繋ぐ有意義なセ
ミナーでした。

　2022年は鉄道開業から150周年を迎え、長崎県は西
九州新幹線の開業の年ともなりました。
　実は、“長崎は日本の鉄道のはじまりの地”という話は
ご存じでしょうか？
　長崎市新地町には「鉄道発祥の地」碑が立っており、
江戸末期の1865年にトーマス・グラバーが購入した蒸
気機関車を長崎で走らせたのが最初ということです。
（※鉄道業の開業は1872年の新橋～横浜間が最初）
　今回はミライｏｎ図書館が所蔵する鉄道に関する図
書をご紹介します。

九州鉄道の記憶
宇都宮照信/編、西日本新聞社

九州の廃止路線や車両の
解説等、豊富な写真とと
もに紹介されています。
懐かしい列車や、今も現
役の列車の姿に出会える
かもしれません。

鉄道の歴史を変えた街45
鼠入昌史/著、イカロス出版

開業以来鉄道史において
エポックメイキングな出
来事とその舞台となった
街についてのエピソード
を掲載。黎明期として長
崎の鉄道発祥についても
触れられています。

海の見える駅
村松拓/著、雷鳥社

全国の海の見える70の駅
の写真と解説を掲載。
長崎県は表紙の大三東駅
をはじめ、JR、島原鉄道、松
浦鉄道から計５駅掲載さ
れています。どの駅が載っ
ているかぜひ確かめてみ
てはいかがでしょう。

鉄道好きのための法律入門
小島好己/著、天夢人

切符を買うとき、電車に
乗るとき、鉄道写真を撮
るとき等、「鉄道」を楽し
むにあたって関わりのあ
る法律についての豆知識
が読みやすいQ＆A形式
で書かれています。

電車をデザインする仕事
水戸岡鋭治/著

日本能率協会マネジメントセンター

九州新幹線をはじめ、JR
九州の多くの特急列車を
手掛けた鉄道デザインの
第一人者である著者の仕
事の流儀とは。
ビジネス書としてもおす
すめの内容です。

この他にもさまざまな図書、鉄道関係の
雑誌（「鉄道ファン」、「JTB時刻表」等）が
あり、新しい西九州新幹線の情報も掲載
されています。こどもしつでは図鑑等も
所蔵しています。
どうぞご利用ください。

8月26日（金）に小学
生を対象に実施しま
した。普段は入るこ
とのできないバック
ヤードを見学し、図
書館での本の探し方
について紹介しまし
た。

10月7日(金)に県よろず支援拠点との共催セミナーを開催
し、専門家によるポイントを押さえた文章の書き方を話し
ていただきました。また、毎月1回県よろず支援による無料
経営相談会も当館で実施しています。

県看護協会と連携して、偶数月の第３土曜日午
前中に開催しています。看護師さんによる血圧
や血管年齢等の測定があり、体調を見直す機会
になりました。

10月～11月に、県長寿社会課・ながさき生涯
現役応援センターと共催し、55歳以上の方を
対象にした４回の連続講座（「地域デビュー～
私の居場所探し～」「介護予防～社活にチャレ
ンジ～」「シニア世代のスマホ講座１・２」）を
実施しました。

11月3日（木）に県食品安全・消費生活課主催の
講演会を開催しました。サテライト会場を設置
するほどの大盛況で、公認スポーツ栄養士の小
田和人氏とスポーツ栄養の基本やアスリート
の食事と郷土食について学びました。

11月20日（日）に県金融広報委員会と共催で
開催しました。親子で参加していただき、こづ
かいきろくの仕方、おとしだま、お札のひみつ
について学びました。

バックヤード
ツアー

親子で学ぶ！おかね教室

お客様の
ココロをつかむ
文章術

県央保健所ギャンブル等
依存症啓発セミナー
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まちの保健室

シニア向けの連続講座 食育講演会 スポーツ栄養×郷土料理
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棚から予約本を取ったら、予約照会機の隣にある
自動貸出機②で貸出しをする。
※他館から取寄せた本やサイズが大きい本は、
　カウンターに置いている場合があります。

　予約本コーナーでは、予約した本を直接受け取ることが
できます。
　予約本の準備完了の連絡を受けてから、休館日を除いた
10日以内に、３階予約本コーナーへお越しください。
　期限を過ぎると予約が取り消されますのでご注意くだ
さい。

1

3
２

1

予約本コーナーの紹介

借りたい本を置く。
利用カードのバーコード面をかざす。
読込冊数と書名を確認し、合っていれば「貸出」を押す。
出てきたレシート（貸出票）を取れば、貸出完了です。

自動貸出機の利用方法

　種　類   貸出冊数 貸出期間

  本・雑誌  50冊まで 
 22日間

視聴覚資料  ２点まで 

貸出期間、貸出冊数は表のとおりです

-５--４-

本の返却期限は守りましょう

２
1

２

予約本コーナーの利用方法
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県立長崎図書館郷土資料センター
郷土資料センターでは窓越しに緑の木々を眺めながら落ち着いた
雰囲気で資料や情報データベース等をご利用いただくことができ
ます。ぜひお越しください。

　この賞は、県内公共図書館等の発展に貢献する活動で、特にすぐれた実践を行っている団体に
贈られるものです。「おはなし もこもこ」は平成10年に結成され、図書館の読みかたり活動に力を
注ぎ、多くの市民からの信望を集めています。また、「五島市図書館友の会」は、平成24年の結成
以来、図書館展示コーナー掲示作業等図書館の運営・活動に積極的に携わり図書館運営の一翼を
担ってきました。

◎郷土資料センター集会・研修室のご案内  P５
◎被表彰団体のご紹介 …………………… P６
◎ミライｏｎ図書館からのお願い ………… P６

2022年度
第55回

諫早おはなしの会
　この賞は、公益社団法人読書推進運動協議会から読
書活動推進に特に寄与したグループに贈られるもので
す。「諫早おはなしの会」は、平成３年に結成され、
ストリーテリングや読みかたりのボランティア活動を
中心に、すぐれた活動を継続しています。

長崎県公共図書館等協議会表彰団体

五島市「おはなし もこもこ」 五島市図書館友の会

全国優良読書グループ表彰団体

令和４年度

-１--６-

ミライｏｎ図書館からのお願い 卒業・入学・異動の季節です
借りたままになっている本はありませんか？図書館の本は県民共有の財産です。

万一返却されていない本がありましたら、ご返却をお願いします。

※メインエントランス入口横の返却ポスト（24時間対応）もご利用いただけます。
　ただし、CDなど返却ポストに投入した場合、破損の恐れのある資料についてはカウンターへ
直接お返しください。また、住所等の変更があった方は、ミライｏｎ図書館、県立長崎図書館郷土
資料センターまでお知らせください。

※郷土資料センター、大村市内にある公民館図書室や住民センターに設置してあるポストへも返却
できます。（詳細はミライｏｎ図書館ホームページ・県立長崎図書館郷土資料センターホームペー
ジ内の利用案内にてご確認ください。）
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